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食形態マップとは 

給食施設で提供している食事の形態を一
目でみて理解できるよう一覧にしたもの 

 

名称と軟らかさやまとまりやすさなどの形
態や，ミキサーにかける，ゲル化剤を添加
し固めるなどの調理指標が記載されてい
る 

 

給食施設間の共通言語の一覧表として活
用するもの 



食形態統一化への取組みのきっかけ 

 

以前から給食施設で言われていたこと・・・ 

食形態の名称が施設ごと
に異なっている・・・ 
移動前の施設から指示の
あった形態が移動先の施
設にない場合もある・・・ 



平成25年度に「給食施設における 
食形態調査」を実施したところ・・・ 

• 病院及び福祉施設２５施設中２５施設の協力
を得られた（協力率１００％） 

• 食形態の名称が多種多様に存在していた 

  主食：３８種  副食（おかず）：２７種 

• 嚥下障害のある人に適さない「きざみ」の状
態で提供している給食施設があった 

• 主食においては名称から想像できるものが多
かったのに対し，副食においては同一の名称
であっても実際の食形態，調理形状が異なっ
ていた 



塊がなくなめ
らかな状態 

ミキサー
食 

ミキサー
食 

ミキサーにかけゲル
化剤で固めたもの 

同一名称でも 
形態が 

異なっている 



きざみ食 
咀嚼力，嚥下
力ともに低下
している方 

ソフト食 

ゼリー食 

嚥下状態が
悪い 

嚥下状態が
悪い 

嚥下機能が低下して
いる方には適さない
「きざみ」での提供 



もしかすると，こんなことが・・？ 

施設Ａ 施設Ｂ 

この方に提供していた
のはミキサー食です！ 

ミキサー食ですね！ 
承知しました！ 

ミキサー食は，食
材をミキサーにか
けてとろみをつけ

たもの 

ミキサー食は， 
食材をミキサーに
かけてゲル化剤で

固めたもの 



もしかすると，こんなことが・・？ 

施設Ａ 施設Ｂ 

この方に提供していたの
は嚥下食（ソフト食）です 

嚥下食（ソフト食）はうち
の施設にはないな・・ 
（きざみ食を提供？） 

ポロポロしてて，口の中
でまとまりづらいなぁ 
見た目も良くないから 
食欲がでないなぁ・・ 

口の中でまとま
るし，飲み込み
やすいなぁ～ 



入所者（患者）の 
ＱＯＬの低下に 

つながっていたかも
しれない・・・ 



食形態の統一化へ向けて 

在宅 

福祉
施設 

病院 



管理栄養士・栄養士の思い 
どこで生活していても 
ひとりひとりに適した 
安全で美味しい食事の 
支援をしていきたい 



食形態の統一化をするために・・・ 

1. 検討会並びに実行委員会を立ち上げた 

2. 同一の名称であっても実際の食形態，調理
形状が異なっていた副食の食形態について
マップを作成する（在宅への支援も視野にい
れる） 

3. 作成にあたって必要と考えられる研修会を
開催する（「きざみ」の誤嚥の危険性やその
他の食形態について理解を深める） 

当所としては，企画の調整や資料の事前準
備などを行う 



給食施設における食形態検討会及び
実行委員会の開催【平成26年度】 

開催日 内容 出席者 

１ 平成２６年６月１３日（金） 第１回実行委員会 実行委員７名 

２ 平成２６年９月３日（水） 第１回食形態検討会 検討委員２１施設，２３名 

３ 平成２６年１０月２６日（金） 第２回実行委員会 実行委員６名 

４ 平成２６年１２月１６日（水） 
第２回食形態検討会 

及び研修会 
検討委員１７施設，１８名 

５ 平成２７年１月２０日（火） 
第３回食形態検討会 

及び研修会 
検討施設１３施設，１４名 

医師１名 

   ようやく完成！ 



気仙沼・南三陸 高齢者食形態マップが
完成しました 

しかし、完成に 
至るまで多くの壁
がありました… 



壁その① 
「きざみ」をどうする？ 

• 「きざみ」は食塊形成しにくく，誤嚥の危険性
があるので，あくまでも咀しゃくを補助するた
めの食形態であることを明記することを条件
とし，矛盾を感じながらも当初の案ではマップ
に記載することに。 

施設ごとに状況が異なるから「きざみ」をな
くすことは無理では？特に病院では「きざ
み」は必要。 
他職種の理解が得られるかどうか？ 

今まであった「きざみ」がなくなることへの不
安がある・・ 

栄養士 



壁その② 
評価指標や調理指標がわからない 

• 当初の案の名称は施設でよく使用されていた
名称を採用し記載 

• 食形態を選ぶための評価指標を細かく設定 

それぞれの名称から形態のイメージがつ
かず違いがわからない・・ 

「咀しゃく機能」，「嚥下機能」，「義歯適
合」などの指標や評価は専門ではないの
で難しい・・ 

栄養士 



転機① 
「気仙沼・南三陸『食べる』取組み研究会」

における活動報告 

• 食形態統一化に向けた現在の取組み状況について
報告してほしいとの依頼を受け，実行委員が対応。
（平成26年7月28日） 

「きざみ」は残るん
ですね。なくなら
ないんですか？ 

参加していた医師 

医師や歯科医師などが参加 



転機② 
「気仙沼・南三陸地域在宅医療福祉推進委員会 
在宅療養システム部会」における活動報告 

• 同様に依頼を受け，実行委員が対応。（平成26年10月17日） 

「きざみ」がない 

離乳食の形態を
真似ると良いので
は？ 

個別ケースを盛り
込みたいのはわ
かるが，例外は現
場で個別対応とし
てはどうか 

分類や内容が細
かいと挫折する 

手間をかけて「きざみ」で誤
嚥しては本末転倒では？ 

強制的に廃止し，標準化
していかないと普及は難
しい 

在宅へ普及を視
野にいれるので
あれば市販のも
のの目安がある
と良い 

参加していた医師，看護師，
ケアマネジャー等 



食形態だけではなく， 
栄養士の認識・意識の統一化！ 

1. 施設ごとに状況が異なるからこそ，食形
態の統一化が必要であり，その手段とし
て食形態マップを作成する 

2. 食形態マップの対象は高齢者とする 

3. 「きざみ」は入所者（患者）にとって誤嚥の
リスクが高く，ＱＯＬの低下にもつながり
かねない 

ということを検討会や実行委員会のたびに
確認！ 



食形態だけではなく， 
栄養士の認識・意識の統一化！ 

 さらに，他職種からの助言をもらったことや
検討会に医師が参加したことで食形態の統一
化への期待が寄せられていることをメンバー
で共有した結果・・・ 

 

食形態統一化への一歩として食形態マップ
を作成するということと，期待に応えようとい
う士気があがった 

「きざみ」の形態は掲載しないことに！ 



誰でもわかりやすい表現に！ 

1. 評価指標に想像しやすい「食べる力」の目安
とし，「○○○力」を追加！ 

2. 食形態の名称についてもイメージしやすい
状態をあらわす名称に変更！ 

3. 各基準の対応表のほかに，市販されている
ＵＤＦ（ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙﾃﾞｻﾞｲﾝﾌｰﾄﾞ）の区分を記載 

4. 形態にあった料理の写真を掲載（平成25年
度の調査を活用） 



気仙沼・南三陸 高齢者食形態マップが完成しました 



マップを作成して・・・ 

• 検討の過程が栄養士同士，お互いの考えに
ついて理解を深め，関係性を築くことができた 

• 検討会や実行委員会を開催するたびに，栄養
士自身が地域の食を支えていることに気づき，
栄養士の意識の底上げにつながった 

• 気仙沼地域には，栄養士の動
きに興味を持ち，見守り，助言を
してくれる医療，福祉関係者が
いることに気づいた 



これから 
• 食形態の統一化へ向け，各施設において
マップに基づく取組みを進めていくとともに他
職種への周知も図りたい 

• 「在宅支援版」のマップの作成が望む声があ
るので，検討していきたい 

• 最終目標は“どこで生活していてもひとりひと
りに適した安全で美味しい食事を食べること
ができる地域”になること 

 


